
 

 

 

 ＡＳＳＥＴＳがようやく出ます。中学 3年生の高校入試の追い込みの特訓のために数回分が遅れています。申し訳ありません。幸い今年もよい結果が出せましたので一安心しました。これからたまっているＡＳＳＥＴＳの原稿

を順次出していきます。少し遅れた記事もありますがご了承ください。今回は 2月はじめの最近のニュースからのＡＳＳＥＴＳです。地球温暖化が原因で、ヒマラヤ山脈の氷河が溶けて、インドで大洪水が起こり、多くの人がな

くなりました。そしてＴＩＭＥは「毀滅の刃」の筆者を「今年の（世界を代表する）１００人」に選びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 03月 25日 第 35巻 05号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【下】「読書感想文」やその他の色々な作文や感想文のコンテストがあります。下に最近

の入選者を載せた新聞を張り付けました。このＡＳＳＥＴＳでは、入賞者を紹介するのが

目的ではありません。「入賞をするコツ」を教えるのが目的なのです。それは「コンテス

トの主催者が喜ぶような内容の文章をつくればよい」というものです。学術的に、つまり

公平な学者たち（＝入賞作品を選べる人たち）が、とても立派な主張であると評価されて

も、懸賞文の「主催者」の気持ちを損ねる内容がある文章は、絶対に入賞しないというこ

とです。今回の場合は「内閣が主催」していますので、現在の内閣の政治に批判的な内容

の部分が含まれていると、絶対に「内閣賞」は取れないということです。これこそが現 

実の大人の世界なのです。わかりましたか？ですから素晴らしい作文ができたと自分では

思っていても入賞ができない場合がありますので、決して落胆しないようにしてください。 

【上】地球温暖化を警告するＴＩＭＥの記事からです。カラー写真を加

工していますが、もともとが泥と雪の写真なので白黒の写真のように見

えます。ヒマラヤの氷河が溶けて、インドに大水害が発生したという恐

ろしいニュースです。今後、シベリア（＝ロシアのアジアの部分）の永 

久凍土が溶けて大変なことになっていることも写真で乗せます。 

【上】コロナの影響で、日本と韓国を結ぶ水中翼船の

「ビートル」が、仕事ができなくて遊んでいます。これ

をどうにかして活用したいという記事です。実は最近の

３月中旬に、福岡県でも「世界歴史遺産沖ノ島を船で鑑

賞しましょう」という目的で、最新型のビートルを使っ 

たイベントも実施されています。 
【下】この高橋君の「コミュニケーシ

ョンの力」は、志成館が紹介してい

る、ユルゲン・ハーバーマスさんやノ

ーム・チョムスキーさんが訴え続けて

いる「現代をよくするための提案」と

同じものです。志成館が紹介している

書籍を読むと、このような優れた文章

が書けるようになれますよ（笑）。 

【左】ＴＩＭＥが選んだ「今年の世界を代表する

１００人」を紹介する新聞記事です。普通は原作

者の写真が出るのですが、原作者は自分を表に出

していないので、本の表紙が載っています。近い

うちにＴＩＭＥのコピーをそのまま載せます。 

【右】志成館ではブラック「校則」についてこれまで

たくさんの新聞記事や書籍を紹介してきています。今

後もこの問題については記事を載せ続けます。大切な

ことは、「自分たちで現実を知って、自分たちでまじ

めに議論をしないと、校則が良くなって過ごしやすく

て安全で自由な学校にはならない」ということです。

言葉を変えるなら、学校でも社会でも「民主主義を育 

てる必要がある」ということなのです。ちなみに右の弁

護士の中には館長の知人もいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代が学べる 志 成 館 

【下】今回の森喜朗オリンピック会長の女性差別の発言は、実

は男社会の日本ではいつも見られる発言なのです。それが続い

ているのは、「日本社会が、悪いものを悪いという批判をしな

いからだ」という記事です。強い力を持つ人たち＝権力者を批

判すると仕返しをされますので簡単ではありませんよね。「勇

気」が必要なのですが、日本人は勇気を持った人たちや誇りあ

る人たちが評価されないという「未熟な国家」なのですから、 

自由で民主的な国家に変える必要があるのです。 

【上】テレビでよく見かける古市憲寿さんの「社会の構造を変えよう」という記事

です。女性差別や外国人差別をなくし、男中心の社会を変える必要があるのです。 

【下】ここ３０年間の社会の構造や考えが悪化したのは。アメリカのレ

ーガン大統領、イギリスのサッチャー首相、日本の中曽根首相や小泉首

相たちが行った「新自由主義的な思想＝簡単に言えば自分や自分の国が

良くなれば他者や外国の人たちが貧困になってもかまわないし、自然環

境の破壊などかまっておれない」という政策による悲惨な結果なので

す。志成館の館長は、ずーっと前から「新自由主義的な発想が人類を滅

ぼす」と考え、これまでの政治の流れに批判的だったのですが、最近

は、アメリカの若い世代が、館長と同じ考えを持つようになってきてい

ますので、この人たちの今後の活躍に期待をしています。もちろん日本

人のあなた達これからの若い世代に対する期待もとっても大きいのです

が、しかし日本の若者たちはとても保守的であり（つまり今のままの日

本でよいという考えの人たち）がとっても多くて、あまり期待が持てな

いようです。（泣）。「もはや日本は先進国ではない」と言われているにも

かかわらず、若者たちはスポーツやゲームにおぼれ、社会の利便性にお 

ぼれて「安逸をむさぼっている」のだそうです。日本の将来はとっても危

ういのです！！日本の現実やあなた達の将来をしっかりと考えましょう。 

【左】税金（の様なもの）で運営されているＮＨＫ＝日本放送協会、これ

は「国民の一人一人を守るため」に公正公平な放送を目指しているはずな

のですが、ここ８年くらいのＮＨＫはごまかしや隠蔽そして政府や強い企

業を応援するばかりの偏った報道が続いているという記事です。これでは 

日本人が賢くなれるはずがありませんよね。（泣）。 

【下】「二重マスク」は効果があるそうです。いったんＣＯＶＩＤ-１９にかかると「神経障害が永遠に残る」

ともいわれています。自分を守るために「二重の」そして「ＦＦＰ２」の条件を満たしたマスクを勇気をもっ

て使いませんか？「他者の目や批判を気にすることない勇気」をもって。 


